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第Ⅹ Ⅲ章　事業の進捗状況の点検（経過観察）

１節　経過観察の方向性

　経過観察は、史跡飯田古墳群保存活用計画に基づき実施する諸事業の進捗状況を的確に把握するため

に行うもので、その観察結果の検証を通して事業内容や計画を見直し、より実効性のあるものにする。

　なお、経過観察は史跡の管理団体である飯田市が主体となって実施するが、第三者による検証も検討

する。

２節　経過観察の方法

経過観察は、ＰＤＣＡサイクルを導入して実施する。Ｐlan（計画立案）は、史跡の保存管理、活用、

整備を推進するための事業計画を立案する。Ｄo（事業実施）は、事業を計画的に実施する。Ｃheck（点

検・分析）は、事業内容が適切であるか、計画的に進められているか等について点検し、その結果を分

析する。Ａction（改善・見直し）は、抽出された問題点の解決方法を検討し、事業内容や進め方の改善

を図る。一連の経過観察の結果を、次年度事業や新たな計画策定に反映させることによって、さらなる

事業推進を図る。

経過観察は、事業内容によって短期的なサイクル（１年・５年単位）で行うものと、長期的なサイク

ル（１０年単位）で行うものとがあることから、次に、それぞれの経過観察の流れを示す（図２８・２９）。合

わせて、事業の進捗状況や進め方等について点検する上での基本事項として、点検項目と項目ごとの点

検内容を整理した点検表（案）を示す（表２０・２１）。なお、実際の事業内容に応じて、点検表の項目と内

容を選択する。
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【短期的なサイクルで実施する経過観察】

表２０　短期的な事業の点検表（案）

図２８　短期的な経過観察の流れ

・見直し

点検内容点検項目

・調査箇所・方法等を十分検討し、調査計画を立案しているか。

史跡の保護に必要な調査
・調査が必要な古墳について、関係者との事前調整はできているか。

・調査目的、計画に従って適切に調査が行われているか。

・調査の進捗状況に応じて、必要な見直しを行っているか。

・マニュアルを作成し、適切な方法で保存管理されているか。

保存管理に関する事項

・関係者や地域の協力を得て適切な維持管理をしているか。

・定点観察により経年変化を確認し、記録しているか。

・現状変更の取扱基準は適正に運用されているか。

・出土遺物は適切に保存・管理されているか。

・関係者の理解を得て、史跡の現地公開に努めているか。

活用に関する事項

・情報発信を適切に行っているか。

・学校等教育機関と連携した活用をしているか。

・大学等研究機関と連携した活用をしているか。

・地域や諸団体と連携した活用をしているか。

・観光部局や観光に関わる団体等と連携した活用をしているか。

・ガイドの育成や支援を行っているか。

・出土遺物の活用を図っているか。

・史跡の保存管理・活用に必要な体制が整えられているか。

運営・体制の整備に

関する事項

・地域や諸団体と協働した体制が整えられているか。

・国・県・市の関連部局との連携体制が整えられているか。

・円滑な運営のため、適切な連絡調整を図っているか。
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【長期的なサイクルで実施する経過観察】

表２１　長期的な事業の点検表（案）

図２９　長期的な経過観察の流れ

・見直し

点検内容点検項目

・保存活用計画の見直しはされているか。

保存管理に関する事項 ・追加指定に向けた取組を進めているか。

・公有地化に向けた取組を進めているか。

・整備基本構想・基本計画は策定されているか。

活用・整備に関する事項

・保存のための整備となっているか。

・活用のための整備となっているか。

・学術調査に基づく整備となっているか。

・整備内容の検証は行われているか。

・体制運営は円滑に進められているか。運営・体制の整備に
関する事項 ・状況の変化に応じた体制となっているか。
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